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Power、伏野久美子、木村春美、関田一彦（2006）
『先生のためのアイディアブック―協同学習の基
本原則とテクニック』日本協同教育学会
２．グループ学習で行うシャドーイング一工夫
　流れる音声を聴きながら、できるだけ音声に忠
実に、遅れずに復唱するトレーニング法をシャ
ドーイングと言う。古くから同時通訳のトレーニ
ング技法として行われてきたが、近年、科学的に
シャドーイングの効果が認められ、第二言語学習
者を中心に注目を集めるようになった（門田）。
シャドーイングという名称は英語で影という意味
を指すShadowに由来し、シャドーイングでも影
のようにモデル文のすぐ後を忠実に追うことが求
められる。特別な機材など使用せずに実施可能な
トレーニングと言える。もともとは同時通訳の練
習法の１つであったが、上級あるいは超級レベル
に達しない言語学習者であっても聴解能力および
発話能力にその効果が確認されている（齊藤ら
2006、2007）。外国語能力が中級あるいは上級のレ
ベルに達すると、新たに学んだ表現を使わずとも
意図を伝えることができる。そのため学習者に
よっては意図的に使い慣れていない表現や語彙を
回避することがある。そのためシャドーイングの
ような形で強制的に色々な表現を復唱する場を提
供することは意味があると考えた。そこで筆者は
2011年後期課程にて上級日本語学習者14名に対し
て日本語スピーキングの授業を担当した。その際、
週に１回90分間のシャドーイング授業を行った。
また月曜から金曜日までの平日、１日10分間の
シャドーイングを継続的に行った。
　ここでは今回のシャドーイング授業での手法と
評価手法を述べ、そこでの効果をまとめる。
２－１．授業概要
　2011年10月より2012年２月にかけ日本語能力試
験Ｎ１レベル相当の学習者（中国籍10名、韓国籍
４名）に週に１回、90分間のシャドーイングを用
いた会話授業を担当した。授業開始時、学習者の
うち10名が半年間の来日期間があり、５名が数週
間であった。自国で日本語学習を行い、日本人の
ネイティブ日本語教師のもと学習をして来たが、
日本語の発話と聴解は困難を感じている学習者が
大半であった。教材は日本語の日常会話がふんだ
んに盛り込まれた『Shadowing 日本語を話そう
　中～上級』（くろしお出版）を使用した。学習者
はスマートフォンやＭＰ３プレーヤーを持ってい
たこと、使用教材を教科書として指定し各自が購
入しているため教室外であっても学習ができる環
境が整っていた。
　通常、本学ではシャドーイングは毎日10分、同
じ会話文を２週間程度繰り返し練習する。しかし、
今季筆者が担当したクラスでは、毎日10分の練習
のほかに週一日90分集中してシャドーイングを
行った。90分授業の前半では、今週から来週にか
けて新たに練習する会話文を視聴し、スクリプト
を見ながら文意を確認し、シャドーイングの練習
をした。そして授業の後半は、先週から一週間練
習してきた会話が正確にシャドーイングできたか
の確認を個別に行った。個別チェックの流れは、
（１）準備が整った学生から教師のところにチェッ
クを求めに来る。（２）イヤホンを耳にしシャドー
イングを行う。（３）教師が確認し合否を判定し
た。合格ラインは２種あり、正確に復唱できてい
れば一重丸、正確且つ感情をこめて流暢に復唱で
きていれば二重丸と評価した。合格できなかった
場合は再度個人練習をし、何度でもチェックを受
けられる体制にした。授業時間中に合格ラインに
達しなかったものはオフィスアワーなど授業外の
時間にチェックを求めに来た。大よそ復唱ができ
たというレベルでは合格とせず、正確に復唱でき
たかどうかを徹底的に守りぬき、合格ラインを緩
めるようなことはしなかった。
２－２．授業が与えたもの　そして今後の課題
　２－１で述べたような手法で授業を半年間続
け、いくつかの変化が見られた。また学生からシャ
ドーイングをした結果、どのような変化があった
か報告を受けた。ここではそうした授業の与えた
効果と課題、気づきを紹介する。
①この授業を受講している学習者は日本語能力は
上級レベルであるが、日本国内での学習歴、お
よび滞在歴が短い。そのため読解能力や筆記能
力に比べ、聴解能力と発話能力が不足している
傾向が見受けられた。しかしシャドーイングを
集中的に行ったため、聴解および発話の能力が
急速に高まったように感じられた。特にプロミ
ネンスが自然で聞き取りやすくなった。学習者
自身も効果を実感したと評価するものが大半を
占めた。日本語らしい抑揚で話す姿は学習者が
生き生きしている印象を筆者には与えた。
②学習者は教材に出てくる表現（言い回し、諺）
を自分の表現として取り込み、教室の内外で使
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用するという報告を得ている。また、談話の進
め方や冗談がもつ発想の視点に関し授業内で話
題となり、日本の「見えない文化」である価値
観について理解が深まった。
　ただし過剰般化（overgeneralization）をし
ているケースも見られた。こうした過剰般化は
発達上の誤り（発達のプロセスの一つ）として
教師の訂正が必ずしも必要でないものと、訂正
しない限りエラーがなくならないと思うものが
あると感じた。訂正が必要な例として、惚気話
を聞かされた聞き手が冗談で「ごちそうさま」
と表現する会話がある。この表現をある学習者
が惚気話以外にも自慢話を聞かされた際に「ご
ちそうさま」と表現していた。授業内で新たに
表現を導入する際、どのような場面で使用する
かは丁寧に指導しているが、こうした誤用は筆
者の気づかない場面でもあるだろう。また男言
葉、女言葉なども自己訂正が難しい語用論的な
エラーだろうと考えられる。こうした語用論的
な誤用、文法外コミュニケーション上の誤用は
シャドーイング以外の練習方法であっても起こ
る可能性は同程度であろう。しかし、シャドー
イングが運用力を高めることを目的に行うとい
う面から見ると、こうした文法外コミュニケー
ション上の自然さに関して、細心の注意を払い
きめ細かく指導する必要がある。
③シャドーイングが苦手な学習者は流れる音声と
発話の間が長い傾向が見受けられた。流れる音
声に間髪入れずに復唱するよう指示を出した
が、指示をした程度では改善が見られなかった。
しかし数週間に渡りトレーニングを続けること
で、少しずつこの間が短くなった。おそらく日
本語をチャンクとして捉えることができるよう
になり、聴解能力が高まった結果ではないかと
推測する。シャドーイングの際の教材音源と学
習者の復唱の間を研究の視点として扱った研究
は何か新たな視点が得られる可能性がある。
④授業内外でより積極的にシャドーイングを行う
学習者が増えた。この要因は１日10分の練習の
他にシャドーイングを集中的に行う授業を設け
たこと、スピーキング授業の評価対象としたこ
と、またテストは毎授業行い合格するまで何度
でも再チャレンジすることができるようにした
こと、の３つが要因だと考えられる。
⑤④で挙げた授業評価とは別に授業初回のオリエ
ンテーションの中でワーキングメモリの処理容
量を測る方法であるリスニングスパンテスト
（ＲＳＴ）を一回行っている。オリエンテーショ
ンでは言語学習および言語運用におけるワーキ
ングメモリの役割の重要性、認知リソースや処
理容量と処理速度の関係などに触れ、ＲＳＴを
行った。しかし今回は授業時間の制約などから
学期末に再度ＲＳＴを行う時間は取れなかっ
た。今後は授業の初回と最終回にこのテストを
行い、学習者自身がワーキングメモリの効率利
用を客観視できる場を提供していきたい。
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